
　岩手県は、平成 28年 12月 3日
（土）､「いわて三陸復興フォーラム in
 長野」（主催：岩手県／共催：長野
県）を長野市で開催しました。本フ
ォーラムは、東日本大震災津波から
の本県の復興を全国に発信するため
に平成 24年より開催しているもの
で、今回で 5回目となります。
　開会の挨拶の後、阿部長野県知事
から達増知事へ台風 10号災害への
災害見舞金が贈呈されました。来賓
の務台内閣府大臣政務官兼復興大臣

復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
　平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をいた
だいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」を大
切にしていきたいと思います。
　今年も残すところ僅かとなり、クリスマス、年末年始の準備
に、岩手県にもあわただしい師走の風が吹いています。
　復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。
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パネルディスカッションの様子

政務官の挨拶に続けて、｢地域で進め
る災害からの復興｣をテーマに､達増
知事と阿部知事、菊池信州大学地域
防災減災センター長が鼎談。達増知
事は、これまで長野県からいただい
た多くの応援職員派遣について感謝
を述べた後、「復興は進んでいるが、
恒常的な人手不足が課題」と現状を
報告しました。
　パネルディスカッションでは､４人
のパネリストが「地域の復興力」を
テーマに意見交換。震災からの教訓

を盛り込んだ地区防災計画の策定や
平時の避難訓練、地域で震災を語り
継ぐことの重要性など、それぞれの
経験を踏まえた貴重な提言がなされ
ました。
　会場では、被災状況や復興の現状
を伝えるパネル展のほか、岩手県産
品の販売も行い、盛況を博しました。
　これまで全国から寄せられた多く
の支援に感謝しつつ、これからの復
興にも思いを寄せる意義深いフォー
ラムとなりました。

　岩手県は、東日本大震災津波の記
憶の風化を防ぐことなどを目的に、
被災者の姿をドキュメンタリータッ
チで描く「岩手復興ドラマ」を制作
します。
　このプロジェクトは、復興庁の被
災者支援総合交付金を活用して制作
するもので、多くの人が参加できる
ように原作ストーリーや出演者を一
般公募した結果、原作ストーリーに
75作品、出演者に 202人の応募が
ありました。
　平成 28年 11月 17日（木）、岩
手県庁で制作発表会が行われ、ドラ
マを監修する作家の高橋克彦さんを

はじめ、主演に選ばれた宮古市出身
の太田いず帆さんと盛岡市在住の刈
屋真優さんなどが出席しました。
　応募があった原作ストーリーを基
に､「日本一ちいさな本屋」と「冬の
ホタル」の 2作品のドラマを制作。
俳優の村上弘明さんをはじめ、藤田
弓子さん、長谷川初範さん、古谷敏
さんなども出演します。
　公開は平成 29年 3月を予定して
おり、県内の民放 2局で放送するほ
か、県内 6カ所で上映会を開催し、
岩手県公式動画チャンネルでも県内
外に向けて発信します。

阿部長野県知事（左）と達増知事（右） 県産品の販売コーナー

盛岡市

主演に選ばれた、太田いず帆さん（左）刈屋真優さん（右）

「岩手復興ドラマ」制作　東日本大震災津波の記憶を県内外へ発信

長野市「いわて三陸復興フォーラム in 長野」を開催しました

いわてつながり情報局 検索詳しくは

「e! いわて（いわてつながり情報局）」は、復興に関連する岩手のニュースや情報を知ることのできる
アプリです。
入手した情報はTwitter や Facebook に投稿しシェアすることができます。
以下のOSを搭載したスマートフォンでご利用いただけます。
・Android OS4.0 以降、iOS6.0 以降

「岩手復興ドラマ」制作発表会の様子

特設サイト   http://www.iwatefukkoudouga.jp/
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被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索
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岩手県の被害状況 平成28年 11月 30日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,672 人　行方不明者：1,123 人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,075 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 86億 2,724 万円（18,613 件）

もご覧ください !! http://iwate-fukkoudayori.comビジュアル豊富な いわて復興だより Web【 】

▶義援金受付状況　約 185億 1,705 万円（94,056 件）
▶寄付金受付状況　約 197億 9,621 万円（7,953 件）

平成 28年 11月 30日現在

小・中学校を陸前高田市で過ごした後、大好きなサ
ッカーをしたいと県立遠野高校に進学。
東日本大震災発災当時は高校 1年生。陸前高田市の
実家は被災し、地元の復興のために働きたいとの想
いから岩手県に残ることを決意。
平成 25年 4月に岩手開発鉄道株式会社に入社。
平成 27年 11月より、最年少運転士として活躍。

PROFILE

　被災地・三陸の復興へ向け、多くの若者が情熱を注
いでいます。連載「未来のさんりくびと」では、毎号、
復興への熱い想いを秘めた若者を紹介していきます。
第 65回目は、柳下 俊一 さんを紹介します。

柳下さんからのひと言：
安全・安定輸送

地元に残り復興を

岩手開発鉄道株式会社
運転手
柳下 俊一

（やなした しゅんいち）さん

建設に用いられます。
　柳下さんは「小さい頃から岩手開発鉄道を走
る列車を見ていました。就職先を考えた時、最
初は仙台や盛岡と思っていましたが、震災があ
って、地元に残り復興に携わりたいと思い同社
を志望しました。」と､地元への想いを語ります。

復興を支える手応えを感じながら

　岩手開発鉄道で最年少運転士として活躍する
柳下さんは、大船渡市内陸部や住田町の鉱山か
らセメント工場がある沿岸部まで、セメントの
原料になる石灰石を鉄道で輸送する仕事をして
います。
　運ばれた石灰石は工事に不可欠なセメントに
なり、防波堤や防潮堤、道路、トンネルなどの

　毎日、陸前高田市から勤務先の大船渡市まで
通勤している柳下さん。「少しずつですけれど、
復興は進んでいると思っています。もと通りの
街にはならないかもしれませんが、前よりもも
っといい街になってくれればと思います。」と、
復興の印象を話します。
　｢自分が運んだ石灰石がセメントとして使われ
て、それで復興が進んでいると感じると嬉しい。
これからも運転士として安全・安定輸送に心が
けたい。」と、今後の抱負を語ってくれました。
　縁の下の力持ちとして地域の復興を支える柳
下さんのこれからの活躍が期待されます。

【次回のいわて復興だよりについて】次回は平成 29年 1月 15日号の発行を予定しています。

　平成 28年 11月 25日（金）から 26日（土）、世界
30カ国の高校生が津波防災について意見を交換する「世
界津波の日」高校生サミット in 黒潮（主催：高知県、黒
潮町など）が高知県黒潮町で開催されました。
　同サミットは、国連総会での「世界津波の日」制定を
記念し、防災や減災において主導的な役割を担う将来の
リーダーを育成するため、初めて開催されたもので、世
界 30カ国の高校生約 360人が参加。本県からは、盛岡
第一、水沢、宮古工業高校の 3校が参加し、宮古工業高
校の 3人は、平成 17年から実施され今年度で 148回を
数える「津波模型」を使用した防災啓発活動を紹介しま
した。
　最終日の総会では、津
波のリスクを認識し、防
災意識を後世に伝え、多
くの尊い命を守るために
できるかぎり努力すると
いう「黒潮宣言」が採択
され、閉幕しました。

英語で活動を発表する宮古工業高校の生徒（写真提供：宮古工業高校）

　平成 28年 11月 26日（土）から 12月 5日（月）、
東日本大震災津波で被災し、再生作業が進められている
陸前高田市の文化財を紹介する展覧会「ずっとずっと ふ
るさと陸前高田～心に生きる『たからもの』～」が同市高
田町のコミュニティホールで開催されました。
　被災した同市の 4つの文化施設では、収蔵・展示品約
56万点が津波にのまれましたが、文化財の救出活動で約
46万点を回収。岩手県立博物館や東京国立博物館など全
国からの支援を受け、泥や塩分、雑菌を取り除く「安定
化処理」などによる修復が行われ、約 17万点の文化財
が再生されました。
　会場では、漁撈（ぎょろう）用具（国の登録有形民俗
文化財）や「吉田家文書」（県指定文化財）など約 100
点を展示。
　地元での展覧会開催は
震災後初めて。訪れた人
たちは、およそ 6年ぶり
に戻った地域の “たから
もの” を熱心に眺めてい
ました。 展示品の説明を受ける来場者
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高知県
黒潮町

陸前
高田市

「世界津波の日」
高校生サミット in 黒潮　開催

被災文化財を修復
博物館再建への第一歩


